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3・4・11号線は交通の円滑化のためというが
すでに減っている交通量・・・道路の必要性はどこに？

２
月
８
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
３
・

４
・
１
１
号
線
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

に
、
東
京
都
は
交
通
調
査
結
果
の
資
料

を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
何
が
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
交
通
量
調
査
で
は
国
交
省
の
交

通
セ
ン
サ
ス
よ
り
多
く
の
個
所
で
調
査

し
て
い
ま
す
が
、
対
比
で
き
る
個
所
で

は
、
交
通
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
だ
け
で
す
。(

左
図
と
下
表
を
参
照
）

ま
た
渋
滞
調
査
と
し
て
、
交
差
点

で
の
信
号
待
ち
の
車
列
長
さ
を
記
載
し

て
い
ま
す
が
、
一
日
で
最
も
長
い
時
の

車
列
を
と
っ
た
と
い
う
か
ら
、
い
つ
も

渋
滞
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
し
か
も
、

交
通
量
調
査
は
意
見
交
換
会
で
要
望

し
た
も
の
で
も
な
い
も
の
。
無
駄
遣
い

の
結
果
を
示
し
た
だ
け
で
し
た
。

３・４・１１号線周辺の交通量
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国交省の5年ごとの交通センサ

スと昨年11月に東京都建設局が

行った交通量調査から

丸数字は調査個所（表の番号参照）

東京都が昨年11月、12月に実施した交通量調査は、北多摩南部建設事務所のホームページに掲載されています
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４･

11
号
線



小金井市議会が3・4・11号線の意見交換会に関する市長から都知事への要望書対応についての要請決

議を、3月27日、全会一致で採択しました。

この決議は、市長に対し、東京都が都市整備局の出席を求めて、道路整備の是非について意見交換の場

の設定に努めるように対応することなどを求めるものです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

都市計画道路「小金井 3 · 4 · 1 1 号線」に関し、迅速な対応を求める決議

2 月 8 日、東京都主催の「小金井都市計画道路3 · 4 · 1 1 号線」に関する意見交換会が不成立に終

わり、東京都が意見交換会をオープンハウス型説明会に形式変更するとしたことを受け、 3 月 1 1 日に

西岡市長は東京都に要望書を持参した。意見交換会から３１日も経過した後の対応であり、迅速さに欠け、

早急に対応すべき事態であった。

持参した要望書では、意見交換会の継続開催の検討を依頼するに留まっており、不十分である。意見交

換会参加市民や市議会は、東京都都市整備局の出席の上、市民と東京都が整備の是非について意見交換で

きる場の設定を求め続けてきた。意見交換会の在り方について言及しない要望書は、市民や市議会の声を

軽視しているものであり、進憾である。東京都にも文書による回答を求めるべきであり、小金井市の代表

である西岡市長は、その役割を十分に果たしているとは言えない。

よって、小金井市議会は、市長に対し、以下の事項を求めるものである。

1 この件に関し、迅速に対応に当たること。

2 意見交換会について、東京都都市整備局の出席を求め、市民と東京都が整備の是非について意

交換できる場の設定に努めること。

3 東京都知事に対し、3 月 1 1 日に持参した要望書について書面による回答を求めること。

以上、決議する。

平成 3 1 年 月 日

小金井市議会

品
川
２
９
号
線

原
告
団
長
が
意
見
陳
述

長
年
計
画
廃
止
を
求
め
て
運
動
を
進
め
て
き
た
原
告
団
長
が
３
月
27
日

70
人
の
原
告
が
裁
判
に
立
ち
上
が
っ
た
経
過
な
ど
を
陳
述
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
駅
に
連
な
る
４
つ
の
商
店
街
が
消
滅
し
て
、
住
民
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
や
、
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
６
つ

の
学
校
の
子
供
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
利
用
し
、
防
災
に
も
役
立
っ
て
い
る
公
園

が
半
分
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
危
惧
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
２
９
号
線
と
交
差
す
る
２
６
号
線
で
は
、
こ
れ
ま
で
わ
き
道
か
ら

渡
ろ
う
と
し
た
自
転
車
の
死
亡
事
故
も
起
き
て
お
り
、
危
険
が
伴
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
２
９
号
線
が
で
き
る
と
わ
き
道
か
ら
の
危
な
い
交
差
点
が

た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
、
事
故
に
あ
っ
た
方
の
ご
家
族
も
こ
の

裁
判
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
住
民
に
は
、
防
災
の
た
め
の
「
命
の
道
路
」
と
説
明
し
て
き

た
の
に
、
事
業
認
可
申
請
で
は
「
交
通
の
円
滑
化
」
を
加
え
る
な
ど
、
住

民
を
欺
い
て
ま
で

し
て
、
事
業
を
進

め
よ
う
と
し
て
い

る
と
告
発
し
ま
し

た
。東

京
地
裁
で
い

ち
ば
ん
大
き
な
法

廷
で
あ
る
１
０
３

号
法
廷
は
駆
け
付

け
た
支
援
者
で
い
っ

ぱ
い
、
終
了
後
に

隣
の
弁
護
士
会
館

で
行
わ
れ
た
報
告

集
会
に
も
た
く
さ

ん
の
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

「補助29号線建設に反対する『品川住民の会』連絡会」の

フェイスブックから

小金井市議会が全会一致で可決
西岡市長に「意見交換会に関する東京都への対応について」の要請決議



３
・
４
・
１
１
号
線
意
見
交
換
会
参
加
者
有
志

35
人
の
連
名
で
、
小
池
東
京
都
知
事
に
「
『
都
市

計
画
道
路
３
・
４
・
１
１
号
線
に
関
す
る
意
見
交

換
会
』
の
続
行
を
求
め
る
要
望
書
」
を
、
３
月
28

日
提
出
し
ま
し
た
。

は
け
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
代
表
の
安
田
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
道
路
市
民
の
会
は
じ
め
、

「
意
見
交
換
会
参
加
者
」
に
呼
び
か
け
た
も
の
で

す
。提

出
に
あ
た
っ
て
は
、
田
頭
祐
子
市
議
会
議
員

と
、
仲
介
し
て
い
た
だ
い
た
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
山
内
れ
い
子
都
議
会
議
員
も
同
席
し
、

賛
同
者
９
人
が
、
建
設
局
道
路
建
設
部
計
画
課
長

の
細
見
明
彦
氏
に
手
渡
す
と
共
に
、
意
見
交
換
会

の
継
続
を
求
め
る
意
見
と
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
交

換
会
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
伝
え
、

改
め
て
、
意
見
交
換
会
の
開
催
を
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

東京都知事 小池百合子 様

２０１９年３月２８日

「都市計画道路小金井 3・4・11 号線に

関する意見交換会」参加者有志

※賛同者一覧別紙

代表

「都市計画道路 3・4・11 号線に関する意見交換会」の続行を求める要望書

〈要望〉

募集当初の告知通り、今後も意見交換会を続行してください。募集時の要項を変更し意見

交換会を打ち切る場合は、その理由を明確に示していただくよう要望します。

2019 年 4 月 18 日までに、文書でのご回答をお願いします。

〈願意〉

２０１７年秋に東京都建設局主催で、年に２回程度継続して行うとして参加者を募り、実

施された意見交換会が、たった３回の開催で、２０１９年２月８日、打ち切りを宣言され

ました。「東京都がのぞんだ形での意見交換会とならなかったため」という理由は、あま

りに一方的で、到底納得できるものではありません。

今後はオープンハウスに移行するとの方針が示されましたが、オープンハウスは事業化を

前提に、パネル展示や資料の配布で広く理解を促すもので、意見を聴取するのには適して

いません。意見交換会を打ち切るということは、「もう住民の意見は聞かない」と宣言さ

れ たことと同義です。

２０１７年に都が参加者を募集したときに、小金井市民、沿線住民、沿線町会関係者と、

非常に狭く限定された範囲、合わせてたったの５０名という人数、そもそも事業化を前提

としていることなど、その運営の在り方そのものに疑問を感じ、都へ改善を求めました。

議事録 や傍聴についても、住民側から提案して認められました。私たちは受け身ではな

く、後年 の検証に耐えうるような、建設的な話合いになるようはたらきかけてきました。

私たち住民の多くは、地域の大切な資源である国分寺崖線周辺の環境や景観、住環境が著

しく損なわれる可能性のある道路の必要性について、現状の都の説明には納得しがた

い、 という思いが強くあります。必要性や選定のプロセスに関しての疑問点が明らかに

ならな い限り、環境や景観への配慮について議論することは出来ません。

都は「住民の意見を聞いてていねいに進める」との意向を示していますが、事業化を進め

るためには、住民と都側、両者のへだたりを埋め、誰もが

納得できるプロセスを経る必要 があります。主催者である

都の責任において、意見交換会を建設的な議論が出来る場に変

え、 今後も継続して住民との話合いを行ってください。

西岡真一郎小金井市長および小金井市議会も、意見交換会の続

行を求めています。地元の意志は明らかです。地方自治の理念

にしたがって、地元の意見を尊重してください。誠意 ある対

応を、強く求めます。

別紙 賛同者３５名（氏名省略） 細見道路建設部計画課長に

要望書を手渡す安田さん

意見交換会参加者有志が都知事に
「意見交換会の続行を求める要望書」提出



北
区
志
茂
８
６
号
線
の
裁
判
は
、１
月
３
０
日
に
原
告
適

格
の
一
部
を
認
め
た
だ
け
で
、そ
の
他
の
請
求
を
却
下
す
る

判
決
と
な
り
ま
し
た
。原
告
は
東
京
高
裁
に
控
訴
し
ま
し
た
。

判
決
は
国
と
東
京
都
の
言
い
分
を
丸
写
し
し
た
よ
う
な
も

の
で
す
。

東
京
地
裁
の
判
決
の
主
な
点
を
紹
介
し
ま
す
。

１
原
告
適
格
に
つ
い
て

(1)

事
業
地
に
土
地
・
建
物
を
有
す
る
者
、
事
業
地
内
で
済

ん
で
い
る
者
、駐
車
場
・会
社
を
経
営
し
て
い
る
者
は
原
告
適

格
を
有
す
る
。

(2)

周
辺
地
域
に
住
ん
で
い
る
者
、事
務
所
を
有
す
る
者
の
う

ち
、事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、大
気
の
汚
染
、騒
音
、

振
動
等
に
よ
り
健
康
ま
た
は
生
活
環
境
に
著
し
い
被
害
を

直
接
的
に
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
原
告
適
格
を
有
す
る
。

道
路
構
造
や
規
模
に
照
ら
し
て
、事
業
地
か
ら
30
メ
ー
ト
ル

以
内
に
居
住
し
て
い
る
者
は
原
告
適
格
を
有
す
る
。

(3)

そ
れ
以
外
の
者
は
原
告
適
格
を
有
し
な
い
。

２
昭
和
21
年
決
定
の
存
否
と
適
法
性
に
つ
い
て

原
告
は
昭
和
21
年
決
定
は
存
在
し
な
い
と
い
う
が
、昭
和

21
年
に
戦
災
復
興
院
に
よ
り
告
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
推
認
で
き
る
。

ま
た
、決
定
当
時
の
図
面
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、そ
の
後
の
東
京
都
監
修
の
一
覧
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、こ
れ
が
計
画
図
と
同
一
で
あ
っ
た
と
推
認
で
き
る
。

よ
っ
て
、決
定
文
書
や
図
面
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え

て
も
、昭
和
21
年
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
主
務
大
臣
の
決
定
と
内
閣
の
認
可
を
得
て
い
な
い

と
い
う
が
、
戦
時
特
例
を
引
き
継
い
だ
臨
時
特
例
に
よ
り
、

内
務
大
臣
で
な
く
、内
閣
総
理
大
臣
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、内
閣
の
認
可
は
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、違
法

と
は
い
え
な
い
。

３

都
市
計
画
法
に
適
合
し
て
い
る
か

旧
都
市
計
画
法
は
、都
市
計
画
決
定
の
実
体
的
要
件
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
が
、「交
通
、衛
生
、保
安
、防
空
、経

済
等
に
関
し
永
久
に
公
共
の
安
寧
を
維
持
し
・・・」と
あ
り
、

規
模
や
配
置
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の

で
、
こ
の
判
断
は
行
政
庁
の
広
範
な
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
昭
和
41
年
の
変
更
決
定
し
た
内

容
は
裁
量
権
を
逸
脱
し
た
と
は
言
え
な
い
。

４

都
市
計
画
は
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
検
証
が
必
要
か

原
告
は
決
定
さ
れ
た
昭
和
21
年
か
ら
70
年
経
過
し
、
都

市
環
境
が
全

く
異
な
っ
て
い

る
か
ら
計
画

の
必
要
性
は

失
わ
れ
て
い
る

と
主
張
す
る

が
、
一
旦
決
め

ら
れ
た
都
市

計
画
が
違
法

に
な
る
も
の
で

は
な
い
。

ま
た
、
平
成

３
年
に
優
先

整
備
路
線
に

選
定
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、

都
は
交
通
機
能
の
面
か
ら
み
て
必
要
性
は
高
い
と
は
言
え
な

い
と
し
て
、優
先
整
備
路
線
に
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
。し
か
し
、

そ
の
後
、北
区
長
が
「優
先
順
位
２
」と
す
る
意
見
を
述
べ
た

こ
と
に
よ
り
、特
定
整
備
路
線
に
指
定
し
て
事
業
認
可
を
し

た
も
の
で
あ
り
、都
市
計
画
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
え

る
事
情
が
存
す
る
と
は
言
え
な
い
。

５

北
清
掃
工
場
操
業
時
に
締
結
さ
れ
た
公
害
防
止
協
定

に
違
反
す
る
か

都
市
計
画
法
に
は
事
業
認
可
の
要
件
と
し
て
公
害
防
止

協
定
順
守
の
条
件
は
な
い
。協
定
に
は
大
気
汚
染
が
悪
化
し

な
い
よ
う
に
と
あ
る
の
は
、
工
場
の

操
業
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

東
京
都
に
努
力
義
務
を
定
め
た
も

の
で
、
道
路
拡
幅
工
事
を
禁
止
す

る
趣
旨
と
は
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

＜前回の世話人会以降の活動経過＞

３月１４日 第3７回世話人会

３月２３日 3･4･11住民の会勉強会

３月２３日 立川３・３・３０号線環境影響評価説

明会

３月２７日 品川29号線訴訟

３月2８日 3・4・11号線意見交換会参加者有志

による都知事への要望書提出

3月３０日 第4回チラシ検討会議

４月4日 第3８回世話人会

＜今後の日程＞

4月11日 多摩地区道路連絡会

5月9日 第39回世話人会

＜学習会・講演会等＞

3月28日16時30分 国会公共事業調査会講演（国

会内会議室）

4月17日13時 ＳＤＧｓと自治体の公共事業

（弁護士会館）東京の道路事業について

長谷川さんが報告します

＜これからの他地域の裁判＞

4月8日14時 北区十条73号線訴訟 103号法廷

４月25日11時30分 世田谷106号線訴訟

808号法廷

4月25日10時30分 京王線地下化訴訟控訴審

101号法廷

4月25日11時 小平3･2･8号線控訴審825号法廷

5月14日14時 東京外環道訴訟103号法廷

北
区
志
茂
８
６
号
線
は
原
告
が
東
京
高
裁
に
控
訴

東
京
地
裁
判
決
は
国
と
東
京
都
の
言
い
な
り
？


